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　市社会福祉協議会では、無料で車いすの貸出を行っています。ぜひご利用ください。また福祉機器リサイクル
事業も行っていますので、ご家庭で使わなくなった再利用可能な電動ベッドや車いすなどがありましたらご連絡
ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  市社会福祉協議会　在宅福祉係　TEL078－924－9105

車いすの貸出・福祉機器リサイクル

　「福祉機器リサイクル事業」で提供を受けた電動ベッド（写真は見本、６月末現
在、在庫５台）をお譲りします。ご希望の方は、「住所」「氏名」「電話番号」「電動
ベッド譲渡希望」と記入したハガキを市社会福祉協議会（〒673－0037　貴崎
１丁目５番13号）へ、送ってください。
　ご希望多数の場合は、抽選により決定します。抽選の結果については、応募
者全員に通知します。なお、ベッドの搬送については、当選した方でお願いし
ます。（８月20日消印有効）

 市社会福祉協議会　在宅福祉係　TEL078－924－9105

電動ベッドをお譲りします

インフォメーションインフォメーション

　暑さが厳しくなってきましたこの頃、皆様には、ますますお元気でお過ごしのことと存じ
ます。
　この度、７月15日の理事会で選任され、新たに理事長に就任いたしました和田でございま
す。地域福祉の充実と発展のために、その職責を全うするよう努めてまいりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　さて、今日、少子高齢化の進行や厳しい経済状況などにより、家庭や地域社会のあり方が
大きく変わってきています。福祉ニーズも多様化しており、様々な課題に柔軟に対応してい
く必要があります。これらの問題の解決のためには、自助・共助・公助の一体的な取り組み
が求められています。

　こうした中で、当協議会では、一昨年度に明石市の「第２次地域福祉計画」と連携して、「地域福祉活動計画」を
策定し、事業を展開しております。
　「誰もが安心して住み続けていくことができる地域づくり」を実現していくために、皆様とともに行政、関係機関
と協働しながら役職員一丸となって、全力で取り組んでまいりますのでご支援、ご協力をお願い申し上げまして、
ごあいさつとさせていただきます。

市社会福祉協議会では下記の職員を募集しています。
・地域包括支援センター　臨時看護師（要支援者へのケアプラン作成、総合相談業務等）
・総合福祉センター　臨時看護師（総合福祉センター内プール関連業務等）
詳しくはお電話かホームページ（http://www.akashi-shakyo.jp）まで

【お問い合わせ】地域包括支援センター　TEL　078－924－9113
総合福祉センター　TEL　078－918－5660

臨時職員募集！急募

※UDフォント（UD＝Universal Design）を使用しています。

「一日ボランティア体験教室」を下記の内容・日程で実施いたします。
受付は当日現地で行いますので、ご自由に参加ください。

１日ボランティア体験

開　催　日
８月 １日（水）13：00～
８月 ２日（木）10：00～
８月 ２日（木）10：00～
８月 ２日（木）14：00～
８月 ３日（金）10：00～
８月 ６日（月）13：30～
８月 ９日（木）10：00～
８月16日（木）10：00～
８月22日（水）10：00～
８月22日（水）13：00～
８月22日（水）14：00～
８月25日（土）10：00～
８月25日（土）13：00～
８月29日（水）14：00～
８月30日（木）13：30～
８月31日（金）10：00～
９月13日（木）14：00～
９月20日（木）10：00～
９月20日（木）14：00～
９月25日（火）14：00～
10月６日（土） ９：00～

講　座　内　容
手話
布おもちゃ
介護ハンドケア
手話
要約筆記
車いす体験
布おもちゃ
布おもちゃ
点字で名刺を作ってみよう
朗読
視覚障がい者外出介助
布おもちゃ
折り紙
車いす体験
折り紙
自分の声を聞いてみよう
やさしい介護のコツ
レクリエーション
レクリエーション
レクリエーション
視覚障がい者外出介助

開　催　場　所
ふれあいプラザあかし西（二見町東二見1836-1）
若林公民館（藤江1426-4）
大蔵会館（大蔵中町12-14）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
総合福祉センター（貴崎1丁目5-13）
上ノ丸会館（上ノ丸2丁目2-30）
東野町自治会館（東野町2043-66）
貴崎みんなの広場よっといで（貴崎4丁目8-10）
総合福祉センター（貴崎1丁目5-13）
新小谷会館（魚住町清水2357-2）
皐月マンション　錦城の園（魚住町西岡2281-1）
山手台会館（大久保町山手台1丁目56）
平池の上自治会館（魚住町西岡2292-1）
皐月マンション　錦城の園（魚住町西岡2281-1）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
駅北会館（二見町東二見449-5）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
鳥羽野々上会館（野々上2丁目9-4）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
太寺会館大ホール（太寺2丁目14-8）
西明石町公民館（西明石町4丁目9－20）

市社会福祉協議会　地域福祉係
☎ 924－9105

理事長　和田　満

総合福祉センター　スイミング教室総合福祉センター　スイミング教室
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理　　　事

監　　　事

評　議　員

◆平成23年度　収支決算額 （単位：円）

（経理区分間繰入金収入・支出を除く）

（経理区分間繰入金支出を除く）

◆平成23年度　事業別支出額内訳 （単位：円）
勘　定　科　目 経　理　区　分

合　　　　計

経
　
　常
　
　活
　
　動

収
　
　
　
　
　入

一
般
会
計

特別
会計

支
　
　
　
　
　出

金　　　額 経常支出
会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経常経費補助金収入
助 成 金 収 入
受 託 金 収 入
事 業 収 入
貸付事業等収入
共同募金配分金収入
介 護 保 険 収 入
自立支援費等収入
補助事業等収入
私的契約利用料収入
雑 収 入
受取利息配当金収入
合 計
人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
貸付事業等支出
分 担 金 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
返 還 金 支 出
合 計

経常活動資金収支差額

11,959,670
1,083,658

122,413,129
100,000

229,447,872
433,300
5,382,500
15,930,218
94,844,000
9,689,190
1,604,243
29,500
72,313

1,029,178
494,018,771
272,170,654
56,208,275
96,231,325
5,153,701
59,000

24,123,939
1,999,590
18,552,682
474,499,166
19,519,605

2.4%
0.2%
24.8%
0.0%
46.4%
0.1%
1.1%
3.2%
19.2%
2.0%
0.3%
0.0%
0.0%
0.2%

100.0%
57.4%
11.8%
20.3%
1.1%
0.0%
5.1%
0.4%
3.9%

100.0%
－

84,153,384 
7,810,744 
28,067,500 
2,521,768 
261,260 

16,901,903 
11,934,530 
8,303,890 
33,974,623 
95,985,942 
184,583,622 
474,499,166 

法人運営事業
地域福祉活動推進事業
ボランティアセンター活動事業
ふれあい会食
善意銀行運営事業
共同募金配分金事業
資金貸付事業
在宅介護支援センター事業
介護保険事業
総合福祉センター管理運営事業
地域包括支援センター事業

（単位：円）

地域包括支援センター事業
184,583,622
（38.9％） 

総合福祉センター管理運営事業
95,985,942（20.2%）

介護保険事業 33,974,623（7.2％） 
在宅介護支援センター事業 8,303,890（1.8％）

資金貸付事業 11,934,530（2.5%）
共同募金配分金事業 16,901,903（3.6％）

善意銀行運営事業 261,260（0.1%）

法人運営事業
84,153,384（17.7%）

地域福祉活動推進事業
7,810,744（1.6％） 
ボランティアセンター活動事業
28,067,500（5.9％） 

ふれあい会食
2,521,768
　　（0.5％） 災害ボランティアの登録

　災害時に、災害ボランティアセンターの運営や被災者の支援を迅速かつ効果的に行うために、個人
または団体を事前に登録しています。
　平常時は、災害、防災に関する研修会や、情報交換などの交流会に参加することができます。
　資格については、特に必要ありませんので、あなたもぜひ登録してみませんか。

市社会福祉協議会　地域福祉係　☎ 924-9105お問い合わせ

平成23年度　明石市社会福祉協議会決算の概要 市社会福祉協議会新役員の紹介
　市社会福祉協議会は、平成23年３月に、今後５年間の事業活動の指針となる「地域福祉活動計画～地域の福祉力
を高める社協プラン～」（以下「社協プラン」という。）を策定しました。
　平成23年度は、この社協プランのスタートの年であり、これまでの活動の継承と新たな福祉課題に対応すること
や、さらなる地域福祉力向上を図るために、社協プランに定める次の「基本理念」、「基本方針」、「５つの施策」に
沿った事業実施計画に基づき、市民、地域・福祉関係団体、行政など多様な主体が一体となって活動できる体制づ
くりを進め、より一層の地域福祉の推進に取り組んできました。

基本理念
それぞれの地域が、それぞれの特色を活かした方法で、「誰もが安心して住み続けることができる地域づくり」に
取り組もう

基本方針
（１） 住民主体で地域の福祉力・地域力を高める
（２） 人のつながりに支えられた地域の安全・安心を高めていく

施　　策
（１） 地区社会福祉協議会の活動支援を強化する
（２） 担い手養成とネットワーク化支援を推進する
（３） 住民と力を合わせて人のつながりを拡げていく
（４） フォーマルからインフォーマルまで一貫した視点で地域生活を支える
（５） 市社協の体制を強化・充実する

　平成23年度は、特に重点的な取り組みとして、地区社会福祉協議会の活動支援の強化のための地区担当制を導入
するとともに、地域との継続的な連携を図るため、市派遣職員を順次、社会福祉士などの専門職に置き換えていく
など、市社会福祉協議会採用のプロパー（専従）職員を中心とした体制づくりに向けた取り組みを進めてきまし
た。また、社協プランの着実で効率的な推進を図るため、ＰＤＣＡサイクル（計画、実施、検証、見直し）による
進行管理を行いました。

　本会役員の任期満了に伴い、７月10日に開催された理事会、評議員会において、理事、監事、評議員
がそれぞれ選任され、７月15日の理事会において理事長に和田満氏、副理事長に雲井明善氏、山下孝光
氏がそれぞれ選任されました。
　この度の役員改選では、多様化する福祉課題に対応するために、理事会へのボランティア団体、福祉事
業者の参画など理事及び評議員の構成や定数を見直しました。新たな体制で、より充実した地域福祉活動
に取り組んでいきます。
　任期については、平成24年７月15日から平成26年７月14日です。

（敬称略）

※地域の理事、評議員については、
　各地区社会福祉協議会ごとの選出
　になっています。

松が丘小
朝 霧 小
大 　 　 蔵
錦　　城
衣　　川
貴 崎 小
花 園 小
藤 江 小
野 々 池
大 久 保
大 久 保 小
山 手 小
江 井 島
高 　 　 丘

魚 住 町

二 　 　 見

各種団体

行　　政

市 社 協

小 西 　 庸 夫
堂 本 　 艶 子
松 嶋 　 嘉 彦
松 門 　 宏 衛
藤 本 　 庸 文
木 内 　 孝 博
池 内 　 　 勝
岩 濵 　 晴 子
　 川 　 義 正
雲 井 　 明 善
中 山 　 義 基
栃 下 　 弘 毅
衣 笠 　 孔 惟
三 好 　 和 彦
筒 井 　 眞 澄
松 原 由 美 子
井 上 　 嘉 子
松 本 　 幸 雄
山 田 　 信 彦
山 本 　 洋 子
山 端 　 凱 文
和 田 　 　 満
岸 本 　 智 洋
山 下 　 孝 光

松が丘小
朝 霧 小

大　　蔵

錦　　城

衣　　川

貴 崎 小
花 園 小
藤 江 小

野 々 池

大 久 保

大 久 保 小
山 手 小
江 井 島

高 　 　 丘

魚 住 町

二 　 　 見

小 髙 　 　 平
藤 本 　 功 千
石 橋 眞 須 子
板 村 　 昌 和
長 谷 川 純 子
近 藤 　 英 明
柴 田 　 知 則
小 川 　 奉 文
關 濵 　 君 枝
松 本 　 茂 子
小 野 一 二 三
安 田 　 政 義
岡 野 　 繁 信
吉 田 　 周 知
戸 田 　 芳 邦
櫻 井 　 諒 一
飯 貝 　 昭 弘
寺 嶋 美 江 子
田 中 　 　 勇
田 中 多 紀 子
久 保 　 峰 子
五 百 蔵 尚 夫
山 下 　 広 文
松 井 　 　 央
橋 本 　 浩 司
伊 藤 　 一 頼
阪 本 　 正 和
穐 原 　 　 衛

施　　設
･

団 　 　 体

行　　政

稲 元 眞 理 子
金 田 宗 一 郎
奥 山 　 智 子
仲 地 　 典 子
鎌 田 　 広 二
磯 部 　 美 雪
宮 　 千 鶴 子
岡 田 　 　 裕
小 西 　 茂 行
山 口 　 紀 子
今 井 　 裕 二
安 田 　 敏 郎
横 山 　 光 昭
小 松 　 達 也
羽 田 洋 一 郎
野 川 　 敎 子
野 口 　 明 良
大 島 　 俊 和
奥 村 　 芳 弘
前 沢 　 秀 男
松 岡 　 正 純

田 中 千 恵 子
石 井 　 正 二
加 嶋 　 弘 之

（24名）

（３名）

（49名）
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理　　　事

監　　　事

評　議　員

◆平成23年度　収支決算額 （単位：円）

（経理区分間繰入金収入・支出を除く）

（経理区分間繰入金支出を除く）

◆平成23年度　事業別支出額内訳 （単位：円）
勘　定　科　目 経　理　区　分

合　　　　計

経
　
　常
　
　活
　
　動

収
　
　
　
　
　入

一
般
会
計

特別
会計

支
　
　
　
　
　出

金　　　額 経常支出
会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経常経費補助金収入
助 成 金 収 入
受 託 金 収 入
事 業 収 入
貸付事業等収入
共同募金配分金収入
介 護 保 険 収 入
自立支援費等収入
補助事業等収入
私的契約利用料収入
雑 収 入
受取利息配当金収入
合 計
人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
貸付事業等支出
分 担 金 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
返 還 金 支 出
合 計

経常活動資金収支差額

11,959,670
1,083,658

122,413,129
100,000

229,447,872
433,300
5,382,500
15,930,218
94,844,000
9,689,190
1,604,243
29,500
72,313

1,029,178
494,018,771
272,170,654
56,208,275
96,231,325
5,153,701
59,000

24,123,939
1,999,590
18,552,682
474,499,166
19,519,605

2.4%
0.2%
24.8%
0.0%
46.4%
0.1%
1.1%
3.2%
19.2%
2.0%
0.3%
0.0%
0.0%
0.2%

100.0%
57.4%
11.8%
20.3%
1.1%
0.0%
5.1%
0.4%
3.9%

100.0%
－

84,153,384 
7,810,744 
28,067,500 
2,521,768 
261,260 

16,901,903 
11,934,530 
8,303,890 
33,974,623 
95,985,942 
184,583,622 
474,499,166 

法人運営事業
地域福祉活動推進事業
ボランティアセンター活動事業
ふれあい会食
善意銀行運営事業
共同募金配分金事業
資金貸付事業
在宅介護支援センター事業
介護保険事業
総合福祉センター管理運営事業
地域包括支援センター事業

（単位：円）

地域包括支援センター事業
184,583,622
（38.9％） 

総合福祉センター管理運営事業
95,985,942（20.2%）

介護保険事業 33,974,623（7.2％） 
在宅介護支援センター事業 8,303,890（1.8％）

資金貸付事業 11,934,530（2.5%）
共同募金配分金事業 16,901,903（3.6％）

善意銀行運営事業 261,260（0.1%）

法人運営事業
84,153,384（17.7%）

地域福祉活動推進事業
7,810,744（1.6％） 
ボランティアセンター活動事業
28,067,500（5.9％） 

ふれあい会食
2,521,768
　　（0.5％） 災害ボランティアの登録

　災害時に、災害ボランティアセンターの運営や被災者の支援を迅速かつ効果的に行うために、個人
または団体を事前に登録しています。
　平常時は、災害、防災に関する研修会や、情報交換などの交流会に参加することができます。
　資格については、特に必要ありませんので、あなたもぜひ登録してみませんか。

市社会福祉協議会　地域福祉係　☎ 924-9105お問い合わせ

平成23年度　明石市社会福祉協議会決算の概要 市社会福祉協議会新役員の紹介
　市社会福祉協議会は、平成23年３月に、今後５年間の事業活動の指針となる「地域福祉活動計画～地域の福祉力
を高める社協プラン～」（以下「社協プラン」という。）を策定しました。
　平成23年度は、この社協プランのスタートの年であり、これまでの活動の継承と新たな福祉課題に対応すること
や、さらなる地域福祉力向上を図るために、社協プランに定める次の「基本理念」、「基本方針」、「５つの施策」に
沿った事業実施計画に基づき、市民、地域・福祉関係団体、行政など多様な主体が一体となって活動できる体制づ
くりを進め、より一層の地域福祉の推進に取り組んできました。

基本理念
それぞれの地域が、それぞれの特色を活かした方法で、「誰もが安心して住み続けることができる地域づくり」に
取り組もう

基本方針
（１） 住民主体で地域の福祉力・地域力を高める
（２） 人のつながりに支えられた地域の安全・安心を高めていく

施　　策
（１） 地区社会福祉協議会の活動支援を強化する
（２） 担い手養成とネットワーク化支援を推進する
（３） 住民と力を合わせて人のつながりを拡げていく
（４） フォーマルからインフォーマルまで一貫した視点で地域生活を支える
（５） 市社協の体制を強化・充実する

　平成23年度は、特に重点的な取り組みとして、地区社会福祉協議会の活動支援の強化のための地区担当制を導入
するとともに、地域との継続的な連携を図るため、市派遣職員を順次、社会福祉士などの専門職に置き換えていく
など、市社会福祉協議会採用のプロパー（専従）職員を中心とした体制づくりに向けた取り組みを進めてきまし
た。また、社協プランの着実で効率的な推進を図るため、ＰＤＣＡサイクル（計画、実施、検証、見直し）による
進行管理を行いました。

　本会役員の任期満了に伴い、７月10日に開催された理事会、評議員会において、理事、監事、評議員
がそれぞれ選任され、７月15日の理事会において理事長に和田満氏、副理事長に雲井明善氏、山下孝光
氏がそれぞれ選任されました。
　この度の役員改選では、多様化する福祉課題に対応するために、理事会へのボランティア団体、福祉事
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に取り組んでいきます。
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（敬称略）

※地域の理事、評議員については、
　各地区社会福祉協議会ごとの選出
　になっています。
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野 川 　 敎 子
野 口 　 明 良
大 島 　 俊 和
奥 村 　 芳 弘
前 沢 　 秀 男
松 岡 　 正 純

田 中 千 恵 子
石 井 　 正 二
加 嶋 　 弘 之

（24名）

（３名）

（49名）
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大久保小学校地区社会福祉協議会

地 域 福 祉 活 動 の 紹 介
今号は、小学校区を基本としたまちづくり構想の一環で昨年（平成23年）中学校区から２小学校区に分かれた、大久保小学校地区社会福祉協議会と山手小学校地区社会福祉協議会の紹介をします。
さらに今年度は朝霧地区社協が朝霧小学校地区社協と松が丘小学校地区社協へ、望海地区社協が貴崎小学校地区社協、藤江小学校地区社協、花園小学校地区社協へと別れたことで、７月現在で16の地区社協が活動を行っています。

（第４回）

◇大久保小学校地区社会福祉協議会では、次のような活動を行っています。

☆いんたびゅー☆いんたびゅー★いんたびゅー

33

　ボランティアの支援を行っています。

44
　70歳以上のひとり暮らし高齢者等の孤
食や閉じこもりを防止するためのふれあ
い会食は下記の場所で行っています。
（毎月第２・４水曜日）

　５月23日（水）、中山会長を中心に今後の地域福祉活動に
　ついて語っていただきました。

前列左から中山会長、飯貝副会長
後列左から安藤、杉山、水田
（敬称略）

昨年は小学校区に分かれた初年度で試行錯誤

の中、方向性をさぐってきました。

今年度は小学校PTAもメンバーに加わり、

さらにパワフルな活動を展開していきます!!

大久保小学校区での福祉スクール開催や、

各地域でのサロン活動への支援を積極的に

行っていきます!!

11 大久保小学校区内の各団体と協力しながら地域活動を行っています。
また、校区内の各団体が実施する地域活動事業に支援・助成を行っています。
（校区敬老会、獅子舞とふれあいまつり、大久保“冬まつり”、など）
さらに、今年度は福祉スクールの実施に加え、サロン活動の支援にも力を入れていきます。

22

　車いすの貸出はこちらで行っています。

大久保小学校区コミセン
松陰厚生館

大久保市民センター

グループ名 主 な 活 動 内 容 活 動 場 所活　動　日
安否確認、友愛訪問、研修、ふれあい広場

ふれあいサロン（大久保ふれあい広場）

施設支援、友愛訪問、研修、交流会　など

恵泉ふれあい喫茶（施設入所者への喫茶支援）

調理・会食などを含む地域の世代間交流と
ふれあいの場づくり、会員の研修　など

地域ボランティア一覧

松陰会館 中之番公民館

お問い合わせ　市社会福祉協議会  地域福祉係　☎924-9105お問い合わせ　市社会福祉協議会  地域福祉係　☎924-9105

大久保わかくさ会

大久保北すみれ会

ハートの会

月４回以上

第３水曜日

大久保北コミセン他

大久保市民センター

適宜

第２・第４火曜日

第４水曜日
他適宜

大久保小学校区内

恵泉特別養護老人ホーム

大久保北コミセン

山手小学校地区社会福祉協議会

◇山手小学校地区社会福祉協議会では、次のような活動を行っています。

☆いんたびゅー☆いんたびゅー★いんたびゅー

33

　ボランティアの支援を行っています。

44
　70歳以上のひとり暮らし高齢者等の孤
食や閉じこもりを防止するためのふれあ
い会食は下記の場所で行っています。
（毎月第２・４水曜日）

　５月31日（木）、大塩会長を中心に地域福祉活動に対する
　熱い思いを語っていただきました。

大塩会長（左から３人目）を中心に
水田、寺嶋副会長、荒尾、佐藤、岩本、
栃下副会長（左から　敬称略）

11 山手小学校区内の各団体と協力しながら地域活動を行っています。
また、校区内の各団体が実施する地域活動事業に支援・助成を行っています。
（山手校区ふくしサマースクール、校区敬老会、やまてまつり、ふれあい訪問、など）
今年度は、サロン活動やふれあい訪問等の地域福祉活動により一層力を入れていきます。

22

　車いすの貸出はこちらで行っています。

大久保北コミセン
大久保北在宅介護支援センター

西大窪厚生館
大久保南団地自治会集会所

グループ名 主 な 活 動 内 容 活 動 場 所活　動　日

施設支援、友愛訪問、研修、交流会　など

ふれあいサロン

調理・会食などを含む地域の世代間交流と
ふれあいの場づくり、会員の研修　など

地域ボランティア一覧

神明ふれあい会館

大久保北すみれ会

ハートの会

適宜

第２土曜日

第４水曜日
他適宜

山手小学校区内

神明ふれあい会館

大久保北コミセン

　小学校区に分かれたことでより地域に

　密着した活動ができるようになりました。

　山手小学校区で団結していきます!!

各単位自治会での様々な活動を実施・支援

してきた中で、地域が力をつけてきています!!

今後もサロン活動等の支援を通じて地域力の増進

をより一層図っていきます。
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　山手小学校区で団結していきます!!

各単位自治会での様々な活動を実施・支援

してきた中で、地域が力をつけてきています!!

今後もサロン活動等の支援を通じて地域力の増進

をより一層図っていきます。
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みなさまの善意に感謝します！

H24.4.1～H24.6.30（敬称略）
善意銀行とは？・・・皆様から寄せられた善意の金品を預託という形でお預かりし、福祉の増進を目的に

社会へ還元しています。

善  意  銀  行

金銭預託 （246,978円）

金銭払出 （60,000円）

物品預託 （日用品、味付け海苔、尿とりパッド、車いす）

　自治会・町内会を通じて各世帯にお願いしました普通会費をはじめ、民生委員など多く
の方々からの特別賛助会費、また社会福祉施設や各種団体からの施設団体会費の納入にご
協力いただき、ありがとうございました。
　社会福祉協議会の貴重な自主財源である会費を地域福祉を推進する各種事業に活用して
まいりますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

会費の納入ありがとうございました会費の納入ありがとうございました

※１　使途（資金の目的）により、目安となる額が定められています。
　　　詳しくは市社会福祉協議会　貸付担当（電話078-924-9105）または兵庫県社会福祉協議会（電話078-
　　　242-7944）までお問合わせください。
※２　不動産担保型生活資金については兵庫県社会福祉協議会（電話078-242-7944）までお問合わせください。

生活福祉資金貸付制度について
　生活福祉資金貸付制度は、他の貸付制度が利用できない低所得世帯や障がい者・高齢者世帯の生活を経
済的に支えるとともに、その在宅福祉及び社会参加の促進を図ることを目的とした兵庫県社会福祉協議会
の制度です。制度の概要は次のとおりで、申込み窓口は市社会福祉協議会です。

○市立総合福祉センターからのお知らせ○

　トライやるウィークは、中学生が地域社会での様々な活動を通じ
て、社会との関わりや自分自身の将来を考える機会を提供することを
目的としている職場体験実習です。
　当センターでは、６月４日から８日までの５日間、市内の中学２年
生を２名受け入れ、受付業務や料理教室、プールを利用する障がい者
の介助などを体験していただきました。
　２人は「視覚障がいのある方が野菜をきれいに切っているのが印象
に残っています。自分もこれからいろいろなことにチャレンジしてい
きたい」と話してくれました。
　将来を担う子供たちに「思いやりの心」を育てるお手伝いができる
ように協力させていただいています。

　市内在住の60歳以上の高齢者および障害者手帳をお持ちの方がご利用できます。事前に登録のう
え、予約にてご利用いただけます。
　またひとりで入水できる方（高齢者、障がいをお持ちの方）を対象に、水中ウォー
キング教室（第２木曜日午後）、スイミング教室（第３、４木曜日午後）も実施して
おり好評をいただいております。
　上記の詳しい内容については、お問い合わせください。
　明石市立総合福祉センター　明石市貴崎１丁目５－13　TEL ９１８－５６６０

★トライやるウィーク

温水プール利用のご案内

料理教室

体操教室

貸金種類 貸付事由 貸付限度額 貸付要件

福
祉
資
金

福祉費
低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯
が、日常生活を送る上で、又は自立生活
に資するために、一時的に必要であると
見込まれる費用

580万円以内
※１

連帯借受人
連帯保証人
無利子
（連帯保証人ない場合
は1.5％）

緊急小口資金
市税の非課税世帯で、緊急かつ一時的に
生計の維持が困難となった場合に貸し付
ける費用

10万円以内 無利子

教
育
支
援
資
金

就学支度費

低所得世帯の児童が高等学校、大学（短
大及び専修学校を含む）等への入学時に
必要な入学金等の費用
他制度（日本学生支援機構、私立高校入
学資金貸付、国の教育ローン他）優先

50万円以内

連帯借受人
連帯保証人
無利子

教育支援費

低所得世帯の児童が高等学校、大学（短
大及び専修学校を含む）の在学中に必要
な授業料等の費用
他制度（日本学生支援機構、高等学校奨
学金貸与、授業料の減免、国の教育ロー
ン他）優先

月額
高校3.5万円以内
短大等６万円以内
大学6.5万円以内

総
合
支
援
資
金

生活支援費
失業者等の低所得世帯で、生活維持が困
難となった世帯に対し、新たな仕事を探
し、生活再建までに必要な生活費用

二人以上の世帯
月額20万円以内
単身世帯
月額15万円以内 連帯保証人

無利子
（連帯保証人ない場合
は1.5％）

住宅入居費 住宅手当を受けられる方で、敷金礼金な
ど賃貸契約を結ぶための費用 40万円以内

一時生活再建費
住宅手当を受けられる方で、家賃又は公
共料金の滞納分や、転居に際して必要最
低限の家具、電化製品の購入費用

60万円以内

不
動
産
担
保
型

生
活
資
金

不動産担保型
生活資金

　　　　　※2

土地評価1500万円以上の居住用不動産
を有する市税非課税の65歳以上の世帯
に、当該不動産を担保として生活費を３
ヶ月ごとに貸し付ける資金

不動産評価額の７割
（月額30万円以内）

３％または毎年４月
１日時点の長期プラ
イムレートのいずれ
か低い方
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温水プール利用のご案内

料理教室
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ヤマザキショップ林崎駅前店 辻井　利彦 喫茶山栗 ドラッグ林崎
魚の棚商店街東西振興組合 喫茶プラハ デイサービスセンターふくろう 天然療養温泉  恵比寿湯

キャネット洋菓子店 しゃしんやさん 栗林商店 林崎漁業協同組合
常徳寺 石井商店 ㈲てんしん 観音寺
シバヤ お好み焼き  のぶちゃん 長徳寺 大江理容

木下電気 ＰＡＬ 善意の募金箱 匿名７件

イオン明石店 SC 西尾　忠良 ㈱うみのほし
兵庫信用金庫

明石小コミセン日本語教室 西明石日本語教室
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〒673－0037 明石市貴崎１丁目５番13号
市立総合福祉センター内
☎（078）924－9105
http://www.akashi-shakyo.jp

明石市社会福祉協議会
社会福祉法人

この広報紙は 配分金の一部を活用しています。★ご入用の方はお気軽に　明石市社会福祉協議会　☎078－924－9105まで★

回

　覧

明石市社会福祉協議会 検　索

目 次 平成23年度市社会福祉協議会決算の概要・・・P２　　新役員の紹介 ほか・・・P３
地域福祉活動の紹介・・・P４～P５　　生活福祉資金貸付制度について ほか・・・P６
総合福祉センターからのおしらせ、善意銀行・・・P７　　インフォメーション・・・P８

　市社会福祉協議会では、無料で車いすの貸出を行っています。ぜひご利用ください。また福祉機器リサイクル
事業も行っていますので、ご家庭で使わなくなった再利用可能な電動ベッドや車いすなどがありましたらご連絡
ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  市社会福祉協議会　在宅福祉係　TEL078－924－9105

車いすの貸出・福祉機器リサイクル

　「福祉機器リサイクル事業」で提供を受けた電動ベッド（写真は見本、６月末現
在、在庫５台）をお譲りします。ご希望の方は、「住所」「氏名」「電話番号」「電動
ベッド譲渡希望」と記入したハガキを市社会福祉協議会（〒673－0037　貴崎
１丁目５番13号）へ、送ってください。
　ご希望多数の場合は、抽選により決定します。抽選の結果については、応募
者全員に通知します。なお、ベッドの搬送については、当選した方でお願いし
ます。（８月20日消印有効）

 市社会福祉協議会　在宅福祉係　TEL078－924－9105

電動ベッドをお譲りします

インフォメーションインフォメーション

　暑さが厳しくなってきましたこの頃、皆様には、ますますお元気でお過ごしのことと存じ
ます。
　この度、７月15日の理事会で選任され、新たに理事長に就任いたしました和田でございま
す。地域福祉の充実と発展のために、その職責を全うするよう努めてまいりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　さて、今日、少子高齢化の進行や厳しい経済状況などにより、家庭や地域社会のあり方が
大きく変わってきています。福祉ニーズも多様化しており、様々な課題に柔軟に対応してい
く必要があります。これらの問題の解決のためには、自助・共助・公助の一体的な取り組み
が求められています。

　こうした中で、当協議会では、一昨年度に明石市の「第２次地域福祉計画」と連携して、「地域福祉活動計画」を
策定し、事業を展開しております。
　「誰もが安心して住み続けていくことができる地域づくり」を実現していくために、皆様とともに行政、関係機関
と協働しながら役職員一丸となって、全力で取り組んでまいりますのでご支援、ご協力をお願い申し上げまして、
ごあいさつとさせていただきます。

市社会福祉協議会では下記の職員を募集しています。
・地域包括支援センター　臨時看護師（要支援者へのケアプラン作成、総合相談業務等）
・総合福祉センター　臨時看護師（総合福祉センター内プール関連業務等）
詳しくはお電話かホームページ（http://www.akashi-shakyo.jp）まで

【お問い合わせ】地域包括支援センター　TEL　078－924－9113
総合福祉センター　TEL　078－918－5660

臨時職員募集！急募

※UDフォント（UD＝Universal Design）を使用しています。

「一日ボランティア体験教室」を下記の内容・日程で実施いたします。
受付は当日現地で行いますので、ご自由に参加ください。

１日ボランティア体験

開　催　日
８月 １日（水）13：00～
８月 ２日（木）10：00～
８月 ２日（木）10：00～
８月 ２日（木）14：00～
８月 ３日（金）10：00～
８月 ６日（月）13：30～
８月 ９日（木）10：00～
８月16日（木）10：00～
８月22日（水）10：00～
８月22日（水）13：00～
８月22日（水）14：00～
８月25日（土）10：00～
８月25日（土）13：00～
８月29日（水）14：00～
８月30日（木）13：30～
８月31日（金）10：00～
９月13日（木）14：00～
９月20日（木）10：00～
９月20日（木）14：00～
９月25日（火）14：00～
10月６日（土） ９：00～

講　座　内　容
手話
布おもちゃ
介護ハンドケア
手話
要約筆記
車いす体験
布おもちゃ
布おもちゃ
点字で名刺を作ってみよう
朗読
視覚障がい者外出介助
布おもちゃ
折り紙
車いす体験
折り紙
自分の声を聞いてみよう
やさしい介護のコツ
レクリエーション
レクリエーション
レクリエーション
視覚障がい者外出介助

開　催　場　所
ふれあいプラザあかし西（二見町東二見1836-1）
若林公民館（藤江1426-4）
大蔵会館（大蔵中町12-14）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
総合福祉センター（貴崎1丁目5-13）
上ノ丸会館（上ノ丸2丁目2-30）
東野町自治会館（東野町2043-66）
貴崎みんなの広場よっといで（貴崎4丁目8-10）
総合福祉センター（貴崎1丁目5-13）
新小谷会館（魚住町清水2357-2）
皐月マンション　錦城の園（魚住町西岡2281-1）
山手台会館（大久保町山手台1丁目56）
平池の上自治会館（魚住町西岡2292-1）
皐月マンション　錦城の園（魚住町西岡2281-1）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
駅北会館（二見町東二見449-5）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
鳥羽野々上会館（野々上2丁目9-4）
奥東山会館（松が丘3丁目3-62）
太寺会館大ホール（太寺2丁目14-8）
西明石町公民館（西明石町4丁目9－20）

市社会福祉協議会　地域福祉係
☎ 924－9105

理事長　和田　満

総合福祉センター　スイミング教室総合福祉センター　スイミング教室


